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(57)【要約】
　移動機械（１０）用のブレーキ組立体（３６）が開示
される。ブレーキ組立体は、冷却液入口（４８）および
冷却液出口（５０）を形成する固定ハウジング（３８）
と、回転可能な部材（２０）と、固定ハウジングおよび
回転可能な部材によって少なくとも部分的に形成された
キャビティ（４０）内に配置されたディスクスタック（
４４）とを含み得る。ディスクスタックは、回転可能な
部材に作動的に結合された複数の摩擦プレート（８０）
と、複数の摩擦プレートと交互に配置されかつ固定ハウ
ジングに作動的に結合された複数のセパレータプレート
（８２）とを有し得る。ブレーキ組立体はまた、キャビ
ティ内に配置されかつディスクスタックを圧縮するよう
に構成されたピストン（５２）と、固定ハウジングおよ
び回転可能な部材の間の軸方向界面に、および冷却液入
口から冷却液出口までの冷却液の流れに関してディスク
スタックの下流に配置されたシール（１０４）とを含み
得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブレーキ組立体（３６）であって、
　冷却液入口（４８）および冷却液出口（５０）を形成する固定ハウジング（３８）と、
　回転可能な部材（２０）と、
　固定ハウジングおよび回転可能な部材によって少なくとも部分的に形成されたキャビテ
ィ（４０）内に配置されたディスクスタック（４４）であって、回転可能な部材に作動的
に結合された複数の摩擦プレート（８０）と、複数の摩擦プレートと交互に配置され、か
つ固定ハウジングに作動的に結合された複数のセパレータプレート（８２）とを有するデ
ィスクスタック（４４）と、
　キャビティ内に配置され、かつディスクスタックを圧縮するように構成されたピストン
（５２）と、
　固定ハウジングと回転可能な部材との軸方向界面に、および冷却液入口から冷却液出口
への冷却液の流れに関してディスクスタックの下流に位置付けられたシール（１０４）と
を含むブレーキ組立体（３６）。
【請求項２】
　前記冷却液出口が、冷却液入口の半径方向内側に位置付けられる、請求項１に記載のブ
レーキ組立体。
【請求項３】
　複数の摩擦プレートのそれぞれが、概ねリング状であり、かつ第１の複数の歯の隣接す
る歯の間の空間が第２の複数の歯からの歯で実質的に満たされるように、回転可能な部材
から半径方向外側に延びる第２の複数の歯（９０）と係合するために半径方向内側に延び
る第１の複数の歯（８８）を含み、
　複数のセパレータプレートのそれぞれが、概ねリング状であり、かつ第３の複数の歯の
隣接する歯の間の空間が第４の複数の歯からの歯で実質的に満たされるように、固定ハウ
ジングから半径方向内側に延びる第４の複数の歯（１００）と係合するために半径方向外
側に延びる第３の複数の歯（８２）を含み、
　第１および第３の複数の歯の少なくとも一方の少なくとも１つの歯が欠落し、その結果
、少なくとも１つの軸方向通路（９４、１０２）が、少なくとも１つの歯を欠落した位置
に形成される、
請求項１に記載のブレーキ組立体。
【請求項４】
　少なくとも１つの軸方向通路が、冷却液入口および冷却液出口の少なくとも一方と直接
流体連通する、請求項３に記載のブレーキ組立体。
【請求項５】
　少なくとも１つの軸方向通路が、冷却液入口と流体連通する少なくとも第１の軸方向通
路と、冷却液出口と流体連通する少なくとも第２の軸方向通路とを含む、請求項３に記載
のブレーキ組立体。
【請求項６】
　少なくとも第１の軸方向通路が２つ以上の軸方向通路を含み、
　少なくとも第２の軸方向通路が２つ以上の軸方向通路を含む、
請求項５に記載のブレーキ組立体。
【請求項７】
　少なくとも１つの軸方向通路が、複数の均等に離間された軸方向通路を含む、請求項３
に記載のブレーキ組立体。
【請求項８】
　少なくとも１つの軸方向通路が、均等に離間された通路のグループに配置された複数の
軸方向通路を含む、請求項３に記載のブレーキ組立体。
【請求項９】
　ハウジングに接続され、かつピストンと反対側のディスクスタックの端部に配置された
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エンドプレート（４６）をさらに含み、ハウジングおよびエンドプレートの少なくとも一
方が、少なくとも１つの軸方向通路と流体連通する環状の溝（１１０）を有する、請求項
３に記載のブレーキ組立体。
【請求項１０】
　ブレーキ組立体（３６）を冷却する方法であって、
　冷却液を軸方向に、ブレーキ組立体の中へ固定ハウジング（３８）を介してディスクス
タック（４４）の外周へ向けるステップと、
　冷却液をディスクスタックの外周からディスクスタックを介して半径方向内側へ向ける
ステップと、
　冷却液をディスクスタックから、固定ハウジングと回転可能な部材との界面に配置され
たシール（１０４）を通り過ぎるように向けるステップと、
　冷却液をディスクスタックから軸方向に、固定ハウジングを介してブレーキ組立体の外
へ向けるステップと
を含む方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示はブレーキ組立体を対象とし、詳細には、移動機械用の湿式ブレーキ組立体を対
象とする。
【背景技術】
【０００２】
　ホイールローダ、オン・オフハイウェイ運搬および職業的トラック、モータグレーダ、
および他の種類の重機を含む機械は、前部および／または後部ディファレンシャルおよび
２つの実質的に同一の最終駆動装置（一方が、各ディファレンシャルと関連する牽引装置
との間に配置される）によって両側の牽引装置に駆動結合される機械的トランスミッショ
ンを一般に含む。各ディファレンシャルは、トランスミッションから動力入力を受け、最
終駆動装置を介して牽引装置へ向けられる２つの動力出力を生成する。最終駆動装置は、
ディファレンシャル出力の回転速度を、関連する牽引装置を駆動することにより機械を推
進するのに適したレベルまで低減するように機能する。
【０００３】
　各最終駆動装置は、固定ハウジング、ハウジング内に回転可能に配置されかつディファ
レンシャルによって駆動される車軸、およびハウジングと車軸の間に接続されたブレーキ
組立体を一般に含む。典型的なブレーキ組立体は、車軸とともに回転するように接続され
た複数の摩擦プレートと、隣接する摩擦プレート間に配置されかつハウジングによって周
囲で回転制限された複数のセパレータプレートと、摩擦プレートおよびセパレータプレー
トを一緒に押し、それにより車軸の回転を遅らせる摩擦トルクをプレート間に生成するよ
うに構成されたピストンとを含む。流体によって冷却されるブレーキ組立体は、湿式ブレ
ーキ組立体として周知である。循環流体によって冷却されるブレーキ組立体は、強制冷却
湿式ブレーキ組立体として周知である。
【０００４】
　湿式ブレーキ組立体の例は、１９８７年４月７日にＯｓｅｎｂａｕｇｈに付与された（
特許文献１）（「’３２６号特許」）に記載されている。詳細には、（特許文献１）は、
最終駆動装置の遊星ホイール端部に配置された複数のディスクブレーキを開示している。
ブレーキは、遊星駆動ユニットのリングギヤおよびサンギヤと選択的に相互接続するため
に、スタック内に配置された複数の回転可能および回転不能なディスクを含む。ブレーキ
はまた、サンギヤおよび出力部材の回転を制限するために、ディスクスタックと係合し移
動させて遊星駆動ユニットのキャリヤと摩擦接触させるピストンを含む。ピストンは、遊
星駆動ユニットリングギヤの一部、および回転不能なスピンドルの外端部に固定されたア
ダプタの一部によって形成されたチャンバ内に含まれる。油をディスクスタックの内周に
供給し、それにより油がディスクスタックを介して半径方向外側に流れ、それによりブレ
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ーキを冷却することが可能になるように、油循環システムがスピンドルの外端部に組み込
まれる。
【０００５】
　（特許文献１）のブレーキは最適未満であり得る。詳細には、冷却油がディスクスタッ
クの内周に供給されるので、ディスクスタックを通る流れに関連する制限により、ディス
クスタックの上流の位置で油の圧力が上昇し得る。いくつかの状況では、この高圧が、デ
ィスクスタックの上流（例えばスピンドルとリングギヤの間）に位置付けられたシールの
漏出を引き起こし得る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許第４，６５５，３２６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本開示のブレーキ組立体は、上記の問題および／または従来技術の他の問題の１つまた
は複数を解決することに向けられる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本開示の一態様は、ブレーキ組立体を対象とする。ブレーキ組立体は、冷却液入口およ
び冷却液出口を形成する固定ハウジングと、回転可能な部材と、固定ハウジングおよび回
転可能な部材によって少なくとも部分的に形成されたキャビティ内に配置されたディスク
スタックとを含み得る。ディスクスタックは、回転可能な部材に作動的に結合された複数
の摩擦プレートと、複数の摩擦プレートと交互に配置されかつ固定ハウジングに作動的に
結合された複数のセパレータプレートとを有し得る。ブレーキ組立体はまた、キャビティ
内に配置されかつディスクスタックを圧縮するように構成されたピストンと、固定ハウジ
ングおよび回転可能な部材の間の軸方向界面に、および冷却液入口から冷却液出口までの
冷却液の流れに関してディスクスタックの下流に配置されたシールとを含み得る。
【０００９】
　本開示の別の態様は、ブレーキを冷却する方法を対象とする。方法は、冷却液をブレー
キ組立体中に軸方向に、固定ハウジングを介してディスクスタックの外周へ向けるステッ
プと、冷却液をディスクスタックの外周からディスクスタックを介して半径方向内側に向
けるステップとを含み得る。方法はまた、冷却液をディスクスタックから、固定ハウジン
グと回転可能な部材との界面に配置されたシールを通り過ぎるように向けるステップと、
冷却液をディスクスタックから軸方向に、固定ハウジングを介してブレーキ組立体から外
へ向けるステップとを含み得る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】例示的な開示される機械の絵図である。
【図２】図１の機械と組み合わせて使用できる例示的な開示される最終駆動装置の破断図
である。
【図３】図２の最終駆動装置に関連付けられるブレーキ組立体の断面図である。
【図４】図３のブレーキ組立体の別の断面図である。
【図５】図３および４のブレーキ組立体と組み合わせて使用され得る摩擦ディスクの等角
図である。
【図６】図３および４のブレーキ組立体と組み合わせて使用され得るセパレータプレート
の等角図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１は、ディファレンシャル１６によって互いに結合された右側および左側最終駆動装
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置１２、１４を有する例示的移動機械１０を示す。ドライブシャフト（不図示）などの入
力部材が、機械１０のエンジン１８をディファレンシャル１６に駆動接続し得、車輪など
の出力部材２０が、最終駆動装置１２、１４を、機械１０の両側に位置付けられた牽引装
置２２に駆動接続し得る。一実施形態では、牽引装置２２はタイヤであり得るが、他の種
類の牽引装置２２が代替的に使用され得る。入力部材の回転により牽引装置２２の対応す
る回転がもたらされるように、最終駆動装置１２、１４はディファレンシャル１６に駆動
結合され得る。
【００１２】
　左側最終駆動装置１４は、図２に示されるように、第１端部２６で機械１０の固定体（
例えばディファレンシャル１６のハウジング）と係合し、かつ反対側の第２端部２８で遊
星歯車装置３０を支持するように構成された内部ハウジング２４（例えばスピンドル）を
含み得る。遊星歯車装置３０は、内部ハウジング２４の中心を通過する車軸（不図示）を
介してディファレンシャル１６によって駆動され得る。１つまたは複数のベアリング３２
が、１つまたは複数の半径方向に延びるウェブ３４を介して出力部材２０の回転を支持す
るために、内部ハウジング２４の外側に沿って離間され得る。この構成では、ウェブ３４
および出力部材２０は、内部ハウジング２４の周りで一緒に回転するように、一体的であ
るか、または他の方法で確実に接続され得る。出力部材２０はディファレンシャル１６に
よって駆動され得、遊星歯車装置３０によって減速され得る。図では詳細に示されないが
、右側最終駆動装置１２は左側最終駆動装置１４と実質的に同一であり得ることに留意さ
れたい。
【００１３】
　右側および左側最終駆動装置１２、１４はそれぞれ、内部ハウジング２４に対する出力
部材２０の回転に抵抗するように構成された内部ブレーキ組立体３６が装備され得る。図
３および４を参照すると、ブレーキ組立体３６はとりわけ固定主ブレーキハウジング３８
を含み得、固定主ブレーキハウジング３８は出力部材２０のウェブ３４とともに、閉鎖環
状凹部またはキャビティ４０を少なくとも部分的に形成する。凹部４０はアクチュエータ
４２、ディスクスタック４４、および反応プレート４６を受け入れるように構成され得、
反応プレート４６は凹部４０の端部を閉鎖するようにアクチュエータ４２と反対側のディ
スクスタック４４の端部に位置付けられる。
【００１４】
　主ブレーキハウジング３８は、１つまたは複数の締結装置によって（例えば、内部ハウ
ジング２４に対して主ブレーキハウジング３８を軸方向に位置付けるスナップリングおよ
び１つまたは複数のシムによって）内部ハウジング２４に固定式に接続されるリング状か
つ実質的に中空の構造であり得る。例示的実施形態では、主ブレーキハウジング３８は、
鋳造工程を介して形成され得、および互いに角度的にオフセットされかつ凹部４０と流体
連通する冷却液入口４８（図３のみに示される）および冷却液出口５０（図４にのみ示さ
れる）を含み得る。冷却液入口４８および冷却液出口５０は、同じく鋳造工程の間に形成
され得、いくつかの実施形態では、冷却液入口４８および冷却液出口５０は、鋳放しの表
面を有し得る。他の実施形態では、しかしながら、冷却液入口４８および／または冷却液
出口５０は、冷却液の流れを改善しおよび／または冷却液の流れの制限を低減する特定の
公差内に冷却液入口および／または出口４８、５０の寸法を制御するようにその後機械加
工された１つまたは複数の表面を有し得る。例えば、冷却液出口５０は、鋳放しの半径方
向部分５０Ａと、機械加工された軸方向部分５０Ｂとを含み得る。
【００１５】
　本開示において、機械加工された表面は、所望の幾何学的形状を形成するために材料除
去法を介して得られた表面とみなされ得る。従来の機械加工法は、限定することなく、旋
削、穴あけ、穿孔、フライス削り、ブローチ削り、のこ引き、形削り、平削り、リーマ仕
上げ、タッピング、研削、放電加工、電解加工、電子ビーム加工、光化学加工、および超
音波加工を含む。機械加工された表面と対照的に、鋳物表面は材料追加法を介して形成さ
れた表面であり得る。例えば鋳物表面は、溶融材料が金型内に堆積され、特定の幾何学的
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設計の固体状態に冷却されるときに形成され得る。
【００１６】
　アクチュエータ４２は、サービス用ピストン（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｐｉｓｔｏｎ）５２お
よびパーキング用ピストン（ｐａｒｋ　ｐｉｓｔｏｎ）５４を含み得、それらは、様々な
状況下、機械１０を減速する、停止するまたは動かない状態に保持するために、異なる時
間に別々におよび一緒に作動する。サービス用ピストン５２はリング状であり、かつ概ね
Ｌ字型の断面を有し得、Ｌ字型断面は（Ｌ字型の背部で）外側環状表面５６を、（Ｌ字型
の先端で）内側環状表面５８を、および外側および内側環状表面５６、５８間に位置付け
られた少なくとも１つの内側ショルダ部６０を画定する。外側環状表面５６は、主ブレー
キハウジング３８の内側環状表面６２とともに、第１制御チャンバ６４を形成し得る。第
１制御チャンバ６４が加圧油で満たされると、サービス用ピストン５２は反応プレート４
６の方に押され、それによりディスクスタック４４を圧縮し得る。機械１０の作動の間の
全ての時間、加圧流体が同じく、パーキング用ピストン５４の端面６８とパーキングブレ
ーキハウジング７２の端面７０との間に形成された第２制御チャンバ６６に向けられ得る
。第２制御チャンバ６６が加圧油で満たされると、パーキング用ピストン５４がサービス
用ピストン５２から外方へ押され、それによりディスクスタック４４を軸方向力から解放
し得る。
【００１７】
　いくつかの実施形態では、外側環状表面５６は連続する外面を形成する必要はない。す
なわち、サービス用ピストン５２を主ブレーキハウジング３８内で案内するために外側環
状表面５６を使用することが可能であり得る。これら実施形態では、外側環状表面５６は
、複数の環状部分、例えば必要に応じ３つ以上の異なる部分によって形成され得る。
【００１８】
　パーキングブレーキハウジング７２は概ねリング状でありかつ冷却液出口５０と概ね整
列する機械加工された通路７３（図４にのみ示される）を含み得る。パーキングブレーキ
ハウジング７２は、１つまたは複数の締結装置７４によって、主ブレーキハウジング３８
に固定式に接続され得る。
【００１９】
　複数の第１および第２ばね７６、７８が、様々な構成において配置され、パーキング用
ピストン５４をサービス用ピストン５２と係合するように付勢するために、主ブレーキハ
ウジング３８とパーキング用ピストン５４と間に配置され得る。開示される実施形態では
、第１ばね７６は、第２ばね７８によってパーキング用ピストン５４にかけられる力より
も約４～５倍大きい力をパーキング用ピストン５４にかけるように構成され得る。加圧流
体が第２制御チャンバ６６に供給されていないとき、例えば機械１０が停止されていると
き、パーキング用ピストン５４は、ディスクスタック４４を圧縮し、それにより機械１０
が駐車されているときに牽引装置２２の制動を提供すべく、サービス用ピストン５２と係
合するように付勢され得る。第１および第２ばね７６、７８を一緒に設計および使用する
ことにより、必要とされる全付勢力が提供され得る一方、単一のばねでは不可能かもしれ
ないパーキング用ピストン５４の所望の反応特性が提供され得る。
【００２０】
　ディスクスタック４４は、複数の摩擦プレート８０、摩擦プレート８０と交互配置され
た複数のセパレータプレート８２、およびディスクスタック４４の１つまたは両方の端部
に位置付けられた減衰装置８４を含み得る。摩擦プレート８０は（ウェブ３４を介して）
出力部材２０とともに回転するように接続され得る一方、セパレータプレート８２は固定
された主ブレーキハウジング３８に接続され得る。この方法では、アクチュエータ４２が
起動されると、摩擦プレート８０はアクチュエータ４２、セパレータプレート８２および
反応プレート４６の間に挟まれ、それにより出力部材２０の回転に抵抗する摩擦トルクを
発生し得る。アクチュエータ４２内（すなわち第１制御チャンバ６４内）の流体の圧力は
、出力部材２０の回転に抵抗する摩擦トルクの大きさに関係し得る。
【００２１】
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　図５に示されるように、各摩擦プレート８０は、複数の内側に延びる突起（例えば歯８
８）を有する概ねプレート状のリング８６を含み得、内側に延びる突起は、摩擦プレート
８０が出力部材２０と一緒に回転するように、ウェブ３４および出力部材２０に接続され
た対応する外側に延びる幾何学的形状（例えばスプライン９２の歯９０－図２～４参照）
と係合するように構成されている。各摩擦プレート８０は、単一の一体部品として、金属
から、例えば鋼から作製され得、および摩擦プレート８０の摩擦係数を増大するために、
その軸方向表面に、接着された摩擦材料、コーティングおよび／または粗い質感（例えば
交差する溝）が設けられ得る。図２～４に示されるブレーキ組立体３６は、セパレータプ
レート８２によって互いに離間された１５個の実質的に同一の摩擦プレート８０を含むが
、摩擦プレート８０の数は機械１０の摩擦要件に一致すべきである。
【００２２】
　摩擦プレート８０の歯８８は、リング８６の内周に概ね均等に離間され得、および隣接
する歯８８の間の円周方向間隔がスプライン９２の歯９０で実質的に満たされるように、
スプライン９２の対応する歯９０と係合すべく構成され得る。開示される実施形態では、
しかしながら、少なくとも１つの歯８８のいくつかまたは全てが、摩擦プレート８０のい
くつかまたは全てから欠落し得、その結果、少なくとも１つの軸方向通路９４が、欠落し
た歯の位置で摩擦プレート８０によって連続して形成され得るようにする。いくつかの実
施形態では（例えば図５の実施形態では）、２つ以上の歯８８が、ディスクスタック４４
の内周に均等に離間された複数の軸方向通路９４を形成するように、欠落し得る。さらに
、ディスクスタック４４の周囲に均等に離間された、隣接する軸方向通路９４の複数のグ
ループに軸方向通路９４が配置され得るように、複数の隣接する歯８８が欠落し得る。本
開示において、用語「欠落」は、以下の両方の状況に言及し得る。すなわち、摩擦プレー
ト８０がまず全ての歯８８とともに（すなわち最初に軸方向通路９４なしに）作製され、
その後軸方向通路９４を形成するために選択された歯８８が除去された状況、または軸方
向通路９４が一体的に形成されるように摩擦プレート８０が最初にいくつかの歯８８のな
い状態で作製された状況の両方に言及し得る。
【００２３】
　軸方向通路９４は、ディスクスタック４４を介した軸方向の冷却液の流れおよび半径方
向の冷却液の分配を促進するように、摩擦プレート８０の外周の任意の角度位置に位置付
けられ得る。例えば、軸方向通路９４の１つまたは複数は、流入する冷却液を直接受け入
れるように、冷却液入口４８と概ね整列して位置付けられ得る。軸方向通路９４の他の配
置も可能であり得る。
【００２４】
　図６に示されるように、セパレータプレート８２は、摩擦プレート８０のように、複数
の外方に延びる突起（例えば歯９８）を有する概ねプレート状のリング９６を同様に含み
得、複数の外側に延びる突起は、セパレータプレート８２がブレーキハウジング３８によ
って固定された状態に保持されるように、対応する内側に延びる幾何学的形状（例えば主
ブレーキハウジング３８の歯１００－図２～４参照）と係合するように構成されている。
各セパレータプレート８２は、単一の一体部品として、例えば錬鋼から作製され得る。図
２～４に示されるブレーキ組立体３６は、１６個の実質的に同一のセパレータプレート８
２を含むが、任意の数のセパレータプレート８２が使用されてもよい。
【００２５】
　セパレータプレート８２の歯９８は、リング９６の内周に概ね均等に離間され得、およ
び隣接する歯９８の間の円周方向間隔が歯１００で実質的に満たされるように、主ブレー
キハウジング３８の対応する歯１００と係合すべく構成され得る。開示される実施形態で
は、しかしながら、少なくとも１つの歯９８のいくつかまたは全てが、セパレータプレー
ト８２のいくつかまたは全てから欠落し得、その結果、少なくとも１つの軸方向通路１０
２が、欠落した歯９８の位置でセパレータプレート８２によって連続して形成され得るよ
うにする。いくつかの実施形態では（例えば図６の実施形態では）、２つ以上の歯９８が
、ディスクスタック４４の外周に均等に離間された複数の軸方向通路１０２を形成するよ
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うに、欠落し得る。さらに、ディスクスタック４４の周囲に均等に離間された、隣接する
軸方向通路１０２の複数のグループに軸方向通路１０２が配置され得るように、複数の隣
接する歯９８が欠落し得る。本開示において、用語「欠落」は、以下の両方の状況に言及
し得る。すなわち、セパレータプレート８２がまず全ての歯９８とともに（すなわち最初
に軸方向通路１０２なしに）作製され、その後軸方向通路１０２を形成するために選択さ
れた歯９８が除去された状況、または軸方向通路１０２が一体的に形成されるようにセパ
レータプレート８２が最初にいくつかの歯９８のない状態で作製された状況の両方に言及
し得る。
【００２６】
　軸方向通路９４と同様、軸方向通路１０２は、ディスクスタック４４を介した軸方向の
冷却液の流れおよび半径方向の冷却液の分配を促進するように、セパレータプレート８２
の内周の任意の角度位置に位置付けられ得る。例えば、軸方向通路１０２の１つまたは複
数は、流出する冷却液を直接放出するように、冷却液出口５０と概ね整列して位置付けら
れ得る。軸方向通路１０２の他の配置も可能であり得る。
【００２７】
　反応プレート４６は、主ブレーキハウジング３８を介して内部ハウジング２４に作動的
に結合された固定部材であり得る。いくつかの実施形態では、反応プレート４６は、主ブ
レーキハウジング３８の一部を形成し、かつブレーキ組立体３６の残りの構成要素を含む
凹部４０を閉鎖するように考えられ得る。この構成において、反応プレート４６は、サー
ビス用および／またはパーキング用ピストン５２、５４が加圧流体によってディスクスタ
ック４４に押し付けられるとき、反応プレート４６がそれらの間の摩擦およびセパレータ
プレート８０、８２を効果的に挟む反力を発生し得るように、サービス用およびパーキン
グ用ピストン５２、５４のエンドストッパとして機能し得る。ブレーキ組立体３６の回転
構成要素および固定構成要素間の摺動する界面を密閉するために、シール１０４（例えば
二重Ｏリング端面シール）およびシール保持器１０６が、反応プレート４６とウェブ３４
の軸方向端部との間に配置され得る。シール保持器１０６は、例えば１つまたは複数の締
結装置１０３（図５のみに示される）によって、ウェブ３４に固定式に接続され得る。
【００２８】
　図３および４に示されるように、反応プレート４６は内面１０８に環状溝１１０を含み
得る。環状溝１１０は軸方向通路１０２の端部に概ね位置付けられ得、軸方向通路１０２
からの冷却液をディスクスタック４４の周りに環状に分配することを補助するように構成
され得る。特に、冷却液が冷却液入口４８を介してブレーキ組立体３６に流れ込むとき、
冷却液は、冷却液が反応プレート４６に到達するまで、軸方向通路１０２を介してディス
クスタック４４の外側に沿って軸方向に（図２～４の左側から右側まで）連続し得る。軸
方向通路１０２にある間、冷却液は２つの異なる方向に流れ得る。第一に、冷却液は、デ
ィスクスタック４４の内側に位置付けられた軸方向通路９４までディスクスタック４４を
介して半径方向内側に流れ得る。第二に、ディスクスタック４４の遠位端の周りの冷却液
は、より少なく制限された通路を半径方向内側に見つける前、環状溝１１０を通る。この
方法において、環状溝１１０は、流入する冷却液をディスクスタック４４の周りに分配す
ることを補助し得る。ディスクスタック４４を介して軸方向通路９４まで半径方向内側に
移動した後、冷却液は、（図２～４の右から左へ）軸方向通路９４を介して、および冷却
液出口５０を介して、ブレーキ組立体３６から送り戻され得る。
【００２９】
　流出する冷却液流れに対する制限を低減することを補助するために、半径方向に位置付
けられた環状の間隙１１２が、サービス用ピストン５２の内側環状表面５８と、スプライ
ン９２の遠位先端の外側環状表面１１４との間に維持され得る。詳細には、スプライン９
２は、スプライン９２の遠位先端が面取りされ、サービス用ピストン５２の内側環状表面
５８に沿った中間あたりの軸方向地点で終端することにより環状間隙１１２を形成するよ
うに、設計され得る。開示される実施形態では、環状間隙１１２は少なくとも１ｍｍ（例
えば約１～５ｍｍ）の半径方向寸法を有し得る。
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【００３０】
　同様の理由のため、サービス用ピストン５２の外側環状表面５６の寸法（図２～４参照
）は、厳しく制御され得る。すなわち、外側環状表面５６は、摩擦プレート８０の外径に
ほぼ等しい外径を有し、その結果サービス用ピストン５２が冷却液入口４８および／また
は軸方向通路１０２の流路に広がらず、それにより流路を制限しないように、設計され得
る。
【００３１】
　環状溝１１０と同様、別の環状溝１１１（図３および４に示される）が、冷却液出口５
０（図４参照）への放出を改善するために、軸方向通路９４の反対側端部において主ブレ
ーキハウジング３８内に配置され、かつ軸方向通路９４からの冷却液の収集を補助するよ
うに構成され得る。詳細には、冷却液がディスクスタック４４を介して流れるとき、冷却
液は最終的に軸方向通路９４を介してディスクスタック４４から半径方向に出る。この冷
却液が、冷却液出口５０と概ね整列する１つの軸方向通路９４まで、制限された間隙を介
してディスクスタック４４の周りを流れることを必要とする代わりに、冷却液は、冷却液
が環状通路１１１に到達するまで、（図２～４の右から左へ）軸方向通路９４のそれぞれ
を経て流れることができる。環状通路１１１にある間、冷却液は、冷却液が出口５０に到
達するまで、大きな制限なくディスクスタック４４の端部の周りを流れ得る。冷却液はそ
の後、環状通路１１１を介してブレーキ組立体３６から放出され得る。
【００３２】
　減衰器８４は概ねリング状であり、かつより剛性の裏材料（不図示）に接着されるか他
の方法で締結されるポリマー（例えばゴム）またはコルクなどの減衰材料から作製され得
る。いくつかの実施形態では、減衰器８４は、端部に位置付けられたセパレータプレート
８２に接着され得る。減衰器８４はブレーキ組立体３６内の振動を減衰するように構成さ
れ得る。
【００３３】
　開示されるブレーキ組立体は、駆動装置の寿命が望まれるいかなる最終駆動装置にも使
用可能であり得る。開示されるブレーキ組立体は、シール付近の冷却液圧力を低減するこ
とを支援することによりシールの漏れまたは完全な破壊の可能性を低減する新規の幾何学
的形状および／または寸法により、最終駆動装置の寿命を提供し得る。
【００３４】
　関連するブレーキ組立体内のシールが高圧に曝されるときに最終駆動装置の寿命は短縮
され得ることが決定された。詳細には、湿式ブレーキ組立体において、ブレーキ組立体の
構成要素は、構成要素を冷却するためにブレーキ組立体中を循環される冷却液に曝される
。ブレーキ組立体構成要素の所望の冷却を達成するために、特定温度の冷却液を、特定の
速さでブレーキ組立体を通して循環しなければならない。この特定の流速は、冷却液の粘
度およびブレーキ組立体内の冷却液に置かれる制限と組み合わされて、冷却液の加圧をも
たらす。シール付近の冷却液の圧力が高くなり過ぎると、シールは冷却液を漏らす可能性
がある。この漏出する冷却液は、検査を受けないでいると、システム故障および／または
環境的違反につながる恐れがある。
【００３５】
　開示されるブレーキ組立体において、シール付近、例えばシール１０４付近の冷却液圧
力が、最終駆動装置１２、１４の寿命を延ばす許容可能な範囲内に確実に維持されること
を補助すべく、注意が払われた。詳細には、冷却液は最も高い制限の箇所でブレーキ組立
体３６中に向けられ得、その結果、システム圧力はシール１０４と接触する前に制限によ
って低減され、およびシール１０４の下流の制限は、シール１０４で低圧を維持すること
をそれにより支援するように低減された。例えば冷却液は、冷却液入口４８を介して、お
よび軸方向通路１０２を介してディスクスタック４４の長さに沿って軸方向に、ブレーキ
組立体３６中に向けられ得る。この時間の間、冷却液は、冷却液が軸方向通路９４に到達
するまで、そこで熱が摩擦および／またはセパレータプレート８０、８２から吸収され得
る最も制限の少ない通路を、ディスクスタック４４を通る半径方向内側で見出し得る。さ
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らに、軸方向通路１０２の終点に到達した冷却液は、軸方向通路９４まで貫くより制限の
少ない他の通路を見出すことができるまで、ディスクスタック４４の外周の周りに分散さ
れ得る。冷却液が、外側に位置付けられた軸方向通路１０２から、ディスクスタック４４
を介して内側へ、内側に位置付けられた軸方向通路９４まで流れる間、冷却液の流れは、
ある程度まで制限されている。しかしながら軸方向通路９４に到達すると、制限は低減さ
れ、従って冷却液の圧力は同程度だけ増大しない。軸方向通路９４から、冷却液はシール
１０４の近くに（すなわち図２～４の右側に）流れ込み、この全体領域において渦流にな
ることが許容され得る。同時に、冷却液はサービス用ピストン５２の方へ（すなわち図２
～４の左側へ）流れ戻り、環状間隙１１２を通過することが許容され得る。環状間隙１１
２のサイズは、大きな制限が冷却液の出口流に置かれず、それによってディスクスタック
４４の出口側に低圧を維持することを補助するように設計され得る。環状間隙１１２から
、冷却液はパーキングブレーキハウジング７２の通路７３を通って流れ、主ブレーキハウ
ジング３８内の冷却液出口５０を通って軸方向に連続し得る。パーキングおよび主ブレー
キハウジング７２、３８の機械加工された表面は、冷却液の出口流の制限を低減する一助
となる適切な断面領域および／または表面質感を保証する助けとなり得る。
【００３６】
　本開示の範囲から逸脱することなく、本開示のブレーキ組立体に様々な修正および変更
がなされてもよいことは当業者に明らかである。本明細書に開示されたブレーキ組立体の
仕様および実施を考慮することにより当業者には他の実施形態が明らかである。例えば、
軸方向通路９４および１０２は、摩擦およびセパレータプレート８０、８２から歯を取り
除くことによって形成されると記載されているが、軸方向通路９４および／または１０２
は、代わりにあるいはさらに、必要に応じ主ブレーキハウジング３８、スプライン９２、
またはブレーキ組立体３６の他の類似の構成要素から歯を取り除くことによって形成され
てもよいことが考えられる。仕様および例は単に例として考慮されるべきであり、本開示
の真の範囲は以下の請求項およびそれらの均等物によって示されていることが意図される
。
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